


ロータリーが⚑⚐⚐年を持ちこたえてきた現況にあって、今後のロータリーを考えるのに２つの方法が提起されて

います。一つは無理しないでそのまま例年通り運営する事を良しとする見解と、もう一つは今奉仕の第二世紀を迎

えるに際してロータリーのあり方を検討し直そうという意見であります。

その中にあってこの動きとは無関係にエネルギーが注がれているのは会員増強であろうと思います。毎年のよう

に増強が図られ、それでも次年度の期首には、前年並みの数に戻ってしまう現象は食い止められるでしょうか。

増強は明らかに２つの重要な因子から成ります。入会とその後の会員維持という異なった努力です。今年度から

ʠ退会防止”という言葉は使われなくなりました。言葉がロータリーに似合わないからです。ʠ会員維持”と云う

ことになりました。増強には会員の発掘という従来から困難な作業がありました。これは大部分のクラブが会員増

強委員会、就中会員増強委員長さんの孤独な作業で推し進められてきました。何となれば多くの場合、クラブ細則

で増強委員会はクラブ奉仕委員長の統轄下の一小委員会に過ぎないからです。増強委員長はクラブの生命線に関わ

る重要なお役目でありながら理事会にも入っていないクラブが大半であったからです。年間を通じて理事会で毎月

検討され、クラブ挙げて職業分類の未充填職種を調べ上げクラブ全員で手分けして優秀な若者を探すこと、この想

いがＣＬＰの５項目には盛られています。

そして入って頂いた新入会員の安定・維持（Ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ）はもう増強の役目ではなく、クラブ奉仕委員会の持

つ機能である研修、親睦、プログラム、出席などの委員会で十分ケアすることになります。新入会員を委員会に配

属する事が重要なことではなく、彼、彼女をクラブ奉仕が全力でロータリーを指南することに集中すべきなのであ

ります。クラブ奉仕委員会の中に新人ばかりでなく、中堅会員に対し、真のロータリーを知ろうとする熱意に応え

うる学習、研鑽機能が備わっているでしょうか。ʠクラブは人間形成の道場”といわれているように新入会員に

とって面白く、憧憬に満ちた期待に応える例会のレベルになっているでしょうか。これはＣＬＰのʠクラブ運営管

理”の中であらためて検討してほしい重要課題として提供されていることなのです。

我々はロータリアンである誇りを自分達には感じています。素晴らしい奉仕の手応えも日頃感じています。そし

てあなたのご夫人は同じようにあなたをロータリアンとして誇らしく思っておられるでしょうか。お子様はどうで
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しょう。ご近所の方はロータリアンとしてのあなたを尊敬しておられますか。これからロータリーに憧れて入りた

いと願っている若者にその素晴らしさを知ってもらおうとされていますか。

さらに大切なことは、入れた新会員にロータリーの素晴らしさを集中講義的に語ってあげていますか。その役目

の会員がクラブにいますか。いまは本来なら素晴らしいはずのロータリーが素晴らしさを知られていない事が問題

なのです。会員が誇らしく思い、これから入る若者が憧れるロータリーはどうすれば出来るのでしょう。簡単なこ

とです。これを解ってもらえるように語ってあげる、ちょっとした努力があなたにほしいのです。これこそあなた

の責任なのです。ＣＬＰの５項目の中でʠ広報”とあるのはʠロータリーの公共イメージを語り継いで頂くことな

のです。

ロータリーのもつ数え切れないプログラムは我々がつぶさに知っている以上に世界中で実践され輝いています。

私のふるさと小牧市は⚑⚕万人の地方小都市です。ここに⚓⚐年間に約⚓⚐人の国際青少年交換留学生学友が活躍してい

ます。どの団体も真似のできないスケールとボリュームの地域の宝です。誇りです。ロータリー財団は特に新世代

に、世界の人道に、生命保持に凄いことをしていることは知れば知るほど驚きです。国際のＷＣＳも、社会奉仕の

ＲＣＣでも、クラブでお話を伺って畏敬の念を禁じ得ません。我々が少しずつ行う財団、米山への寄進で、われわ

れが知らないうちに、一人の力ではとても出来ない凄いことを自然にしてしまっています。これは我々のもつロー

タリー・マジックで無くて何でしょう。ロータリーにいるだけで私たちは変えられている事を発見致します。

地区に出ている委員会の人々は驚くほどのパワーで奉仕に集中しています。あなたのクラブから地区主催の会議に

御出席された委員長さん方に、その時の印象と、しばしば得られる感動をクラブに持ち帰って会員に語ってもらっ

てください。ʠクラブを超えた指導者の育成”とその感動は今年度の地区テーマの一つです。情報と感動をʠＳｈａ

ｒｅｓ（分かちあい）するようお計らいくださることを御願い致します。

あなたのクラブの今期の成果を褒賞する応募を今行っています。月信に掲載しています。もう締め切った賞もあ

りますが、間に合う項目にはぜひご応募下さい。今期の素晴らしいご活躍と成果を感謝しております。
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雑 誌 月 せ寄に間 て

１．雑誌と広報活動

当然のことではありますが、前年度から当地区では広報委員長会議を「広報・雑誌委
員長会議」として３回連続して開催しました。別にご報告もさせて頂きましたが、去る
２月⚑⚒日に開催した「第２回広報・雑誌委員長会議」にも、このため約⚑⚐⚐人の方々が

参加して下さいましたので、お蔭様で本当に盛大な会議になりました。
もともと「広報って一体なんなの」と一言で言っても簡単に定義できるものではありません。それだけに、各ク

ラブにおいて広報委員長のお役が廻って来た方は、「どうすりゃ良いの」と悩まれる訳です。
先日の委員長会議でも江崎ガバナー、片山ガバナーエレクト、藤井伸三「友」地区委員にお話を聞かせて頂きま

したが、少しずつお考えに差はあります。然し、お三方のご体験同様当然のことだと思います。それでもやはりお
話をお聞きしますと「なるほど」と思う機会が頂けますので、このような会議は本当に貴重だと考えております。
「広報」は、ロータリーの組織内への活動と組織外即ち一般社会への活動から成り立っています。「友」をはじめ
各クラブの「月報」や「週報」などは、明らかに内に向けたツールの一つです。然しながら、ＲＩとわが国全体の
ロータリー情報がこれだけぎっしり詰まったものは他にはありません。何とか大切にしたいものだと考えます。

ロータリーの活動をＰＲして行くのに、もっともっとこの雑誌を使わねばならないと言うのが、ポイントです。

２．「ロータリアン一人ひとりが広報マン」の決め手は「友」を読むこと

ここ数年、広報の重要さがＲＩ会長はじめ皆さんから強く発言されるようになりました。勿論、当地区も全く同
じ歩調です。そのおかげで、各クラブの広報への関心も急速に高まりつつあると思います。また、広報活動も活発
になって来ました。ただ、ロータリーは毎年担当の分野が変わりますし、一般の企業とは、組織も職制と称するも
のも大分異なっています。その環境の中で積極的な広報活動を展開することは、けっして容易ではありません。

各クラブの広報活動は今後一歩ずつ前進して行くと確信しておりますが、そのための地盤作りにも「皆で友を読
み話し合うこと」が大切だと考えます。その様な努力こそが、今後のロータリーで不可欠だとも思います。

当地区内５、⚑⚕⚐人の会員の皆様が、「友」を読みこなして頂き「一人ひとりが広報マン」になって頂けますよう
心から願っております。皆様、ロータリーの折角の立派な実績を周囲の皆様に何とかご理解頂きましょう。

３．「ロータリーの友」に教えられて来た事

手前味噌で恐縮ですが、私は岡崎ロータリーに入会させて頂いてまだ、たったの⚑⚓年です。それでもいろいろな
仕事を体験させて頂き、⚒⚐⚐⚒年７月から１年間雑誌委員長を務めさせて頂きました。今回、この原稿を書くように
お話頂いてパソコンのファイルを引っくり返しておりましたら、⚑⚒ヶ月間の毎月「友」を紹介した原稿が⚑⚒枚（Ａ
４版）と雑誌月間の卓話の原稿が出て参りました。これには、友創刊⚕⚐年の歴史表まで３枚に亘って付いておりま
す。この年を契機として、岡崎クラブでも毎月しっかりした「友」の紹介が委員さんから行われるようになりまし
た。自身の大変な勉強にもなりましたし、このような動きがその後の自クラブの活動に繋がったことは、大変嬉し
いことだと感謝いたしております。何といっても、広報は「一歩一歩あせらずに」だと信じます。

ロータリーの広報活動には｢友｣が一番!!
広報委員会委員長 青 木 勇 作
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雑 誌 月 せ寄に間 て
ロータリーの友地区委員 藤 井 伸 三

４月はロータリーの雑誌月間です。「ロータリーの友」の購読と活用促進に役立つプ

ログラムを行なう月間です。

「ロータリーの友」に対する会員の認識を深め、それによってロータリー情報の普及

をはかることを目的としています。

そこで「ロータリーの友」を読んでいただけることを書きます。まず⚒⚐⚐⚘～⚒⚐⚐⚙年度

になって表紙が変わったことにお気付きになられましたか？

２年間にわたってロータリアンの写真による表紙が、大好評をいただきました。

⚒⚐⚐⚘～⚒⚐⚐⚙年度の表紙は「環境」をテーマに、陸の生物、水の生物の写真を掲載することにいたしました。これ

らを専門に撮っているプロの写真家の写真で、一年間表紙を飾ります。普段なかなか見ることのできない生物、よ

く見かけるけどちょっと違う視点で撮った写真をお楽しみいただくとともに、壮大な自然、美しい地球に思いを馳

せていただけることと思います。

もう３月号まで来てしまっていますが、今一度２月号、１月号と逆戻って見て下さい。そして次はどんな表紙が

来るか期待して、「ロータリーの友」が届くのを待って下されば雑誌月間の目的の半分は達成されます。そして届

いた表紙を見られたら、どうしても表紙のメッセージをご覧になられるでしょう。これで雑誌月間の目的の⚘⚐％は

達成されます。これを年間続けて下されば真に⚑⚐⚐％達成に近づきます。宜しくお願いします。

次に「ロータリーの友」は、⚑⚙⚕⚓年１月に創刊され⚒⚐⚐⚓年１月で創刊⚕⚐周年になり、新しい時代に合った「ロー

タリーの友」を目指して、Ｂ５判をＡ４変型判に変更されました。発行部数も⚓，⚓⚐⚐部だったのが⚕⚕年後の⚒⚐⚐⚗年

７月号では、約⚑⚐万⚗，⚕⚐⚐部におよび通巻⚖⚕⚕号を数えています。

「ロータリーの友」の名前については、第２回準備会で投票によって遠藤健三氏提案の「ロータリーの友」に決

定しました。この名称に対し、柏原孫左衛門氏が、おつまみの「ビールの友」からヒントを得たのではと発言、爆

笑となったそうですが、遠藤氏自身後日談で「主婦の友」からヒントを得たと述べています。ところが、そのヒン

トとなった「主婦の友」は５月に発売する号で休刊することになり、⚙⚑年の歴史に幕を下ろすこととなりました。

（⚒⚐⚐⚘年２月⚒⚘日号朝日新聞）

一時は⚑⚖⚐万部の部数を誇ったそうですから、時の流れは大変なことだと感じました。

｢ロータリーの友｣が益々部数を増やし発展することを願って止みません。
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第⚑⚖回ライラセミナー報告書
地区ライラ委員長 坂 田 憲 治

２月⚒⚓日（土）・⚒⚔日（日）の二日間で、国際ロータリー第⚒⚗⚖⚐地区ガバナ－主催の第⚑⚖回ＲＹＬＡセミナー
が、サンパレア瀬戸（愛知県労働者研修センター）で、名古屋東山ロータリークラブをホストとして「自
立」～守・破・離～のテーマのもと開催されました。

初日は強風で、寒い中を⚑⚔⚘名のロ－タリアンと⚑⚓⚕名の受講生が愛知県各地からご参加いただきました。
開会式では、ガバナー、ガバナーエレクトにご挨拶をいただき、基調講演に入りました。
基調講演は、近藤重助氏（現在 タイガー総業（株）取締役社長室長。昭和⚔⚒年全日本学生剣道大会個人
優勝。剣道教士七段）により、テーマの「守・破・離」を題材として行われました。講演内容は、ご自分

の剣道人生の歩みをテーマにそって分かりやすくお話いただくとともに、「剣道の理念」を通して、人とし
ての生き方をご示唆いただきました。

講演後は、多くの方から、「いいお話だった」とのお声をかけていただきました。
基調講演の後は、高校生（２分科会）、大学生（２分科会）、社会人（２分科会）の６分科会に分かれて、

「自立」～守・破・離～をテーマとしてグループ・ディスカッションにはいりました。各分科会には、ライ
ラ友の会の会員をはじめ、今年は、ロータリアンも議長役として、またカウンセラーとしてご参加いただき、
大変意義深い研修会になったと思っております。

初日の分科会は、時間を区切って、自己紹介ゲームにはじまり、「自立」～守・破・離～を議題として、
受講生から選出したリーダーをもとに話し合いました。

夕食後の分科会では、初日のまとめにはいりました。ガバナ－も各分科会をまわっていただき、それぞれ
の分科会での励みになりました。分科会終了後もグループの仲間意識が次第に盛り上がってきたのか、外は
雪がちらついていましたが、館内では消灯まで、わいわいルームで熱心な話し合いが行われていました。

二日目は、薄雪が残る中、早朝７時より全員屋外での体操をおこない、朝食。８時⚓⚐分より各分科会を再
開し、全体発表会にむけての準備になりました。
⚑⚐時から行われた全体発表会では、各分科会の趣向をこらした発表が続き、笑いあり、うなずく場面あり、

考えさせられる場面ありと、個性あふれる感動的な発表が行われました。この研修では、上から何かを教え
込むのではなく、参加者ひとりひとりが自分自身で、リーダーシップを学ぶと同時に皆の意見を集約させて、
他の人に自分達がまとめた意見を発表するといったプレゼンテーション能力の育成もねらっていましたので、
そうした意味では大変よかったと思っております。

閉会式では、ガバナーの講評に続いて、今年国際ＲＹＬＡに参加する尾崎君（豊橋ゴールデンＲＣ）が代表
で修了証を受け取り、その抱負を英語でスピーチをしてくれました。

ガバナーの温かいご支援と、献身的にご努力いただいた名古屋東山ロータリークラブの実行委員会の皆様
に心から感謝申し上げセミナーの報告とさせていただきます。
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西名古屋分区のＩ．Ｍ．を、
⚒⚐⚐⚘年２月⚑⚘日（月）⚑⚕：⚓⚐
より名古屋観光ホテルにて
「取り戻そう 日本人の誇り
と自信を」をテーマに開催い
たしました。

当日は、江崎柳節ガバナー
をはじめ、盛田和昭、加納泉、内藤明人、岡部快圓、髙
橋治朗パストガバナー、片山主水ガバナーエレクト、佐
藤正延東名古屋分区ガバナー補佐、歴代西名古屋分区ガ
バナー補佐、地区幹事、副幹事、近藤雄亮次年度ガバ
ナー補佐、次年度ホストクラブ会長に特別出席者として
ご参加いただきました。

今回は、⚖⚕⚗名の登録をいただき、講演会には、ご家
族、社員、知人など⚑⚓⚓名のロータリー家族にも参加し
ていただきました。

杉本ガバナー補佐より、ロータリークラブ誕生から
⚑⚐⚐年が経過し、ロータリーの魅力がなくなりつつあり、
会員が減少してきた現在、日本の文化に基づいた日本的
手法でロータリーの活動、運営を行うべき、又、国旗の
掲げ方の重要性をお話させて頂きました。

つづいて、江崎ガバナーより、Ｉ．Ｍ．は日本ロータ
リーの文化であり今後もぜひ続けて頂きたい。「違いを
もたらそう」というテーマの５つの問題点、会員増強、
真のニーズにあった奉仕が行われているか、公共イメー
ジの高揚、クラブを越えた指導者の育成、奉仕の資源を
皆で理解しようと言う内容のご挨拶をいただきました。
次の講演会は、「国家の品格」の著者である藤原正彦氏
をお迎えし、先生には現在の日本が抱えている諸問題に

ついて、わかり易く、淡々としかもユーモアたっぷりの
語り口で講演していただきました。

いま、大切なことは、日
本人が忘れかけている誇り
と自信を取り戻すことであ
り，それには、日本の文化、
伝統、歴史を再認識するこ
とが重要であると強調され
ました。そして、何を取り戻すのかについては、日本人
にしか理解できないと言われている情緒を、美的感受性
を、惻隠のこころを、さらに武士道精神に従い、卑怯を
憎む心を持つことをあげられました。いつも欧米のあと
を追うのではなく、日本のよさを各国に伝えるべきであ
ると、われわれが忘れていたことを再確認できた講演会
になったのではないかと思います。

第二部の懇親会では、シャンソン歌手の岡山加代子さ
んに「日本の心のうた」と題し、知床旅情、青い山脈な
ど情緒あふれる歌を選び、歌って頂きました。

各クラブの皆様のおかげで、Ｉ．Ｍ．の目的の一つでも
あります地域のロータリアンとの親睦が図れたのではな
いかと思い、感謝を申し上げます。

⚒⚐⚐⚘・２・⚑⚘（月） 名古屋観光ホテル

西名古屋分区ガバナー補佐 杉 本 仁 至

⚖⚕⚗名登 録 数

取り戻そう 日本人の誇りと自信をテ － マ

山 内 芳 郎実行委員長

西名古屋分区ＩＭ 報告



⚘

私共東名古屋分区のイン
ターシティーミーティング
（ＩＭ）は西名古屋分区に続
き去る２月⚒⚗日水曜日まだ余
寒の風の中、名古屋マリオッ
トアソシアホテル⚑⚖階を会場
に分区内⚑⚑ロータリークラブ
⚔⚐⚐余名のご参加を頂き盛大

に開催致す事が出来ました。本年度ホストを務めました
名古屋守山ロータリークラブは、斎藤愼一郎会長のクラ
ブテーマʠ全員参加のロータリー”の旗印のもと、ベテ
ラン会員・中堅会員そして若手会員の全員が長谷照一実
行委員長を中心に、詳細のプロデュースはその道のベテ
ラン橋本浩一幹事が総指揮を取りつつ、綿密に準備を進
めてまいりました。会場であるマリオットアソシアホテ
ルの関係者はもとより、特にホストクラブのメンバーで
ある四方総支配人も奉仕の志のもと大変なご努力を頂き
ました事に心より感謝申し上げます。

さて、当日は午後４時からステージⅠが開催されまし
た。特別出席者には江崎柳節ガバナー、河村嘉男地区幹
事、塚原秀典地区副幹事、豊島德三地区研修リーダー、
斎藤直美パストガバナー、片山主水ガバナーエレクト、
國分孝雄次期ガバナー補佐、そして杉本仁至西名古屋分
区ガバナー補佐各氏をお迎え致しました。また特別参加
者にはインターアクトクラブの愛知県立千種高等学校、
桜花学園高等学校、そして守山Ｒ．Ｃとご縁のある守山Ｒ
ＣＣ赤堀会長等関係の皆様のご参加を頂き緊張のなか、
本年のＩＭテーマ（日本人の）ʠこころ”をベースに心を
尽くした舞台が華やかに始まりました。

先ず江崎ガバナーの心温まる格調高いご挨拶、中でも
ＲＩ会長の『ロータリーは分かちあいの心』と地区の
『違いをもたらそう』のテーマのもと、私共東名古屋分
区内各クラブの諸活動に合わせた励ましのお言葉、また、

ＩＭは分区内各クラブの会員各々が自分のクラブのバリ
アーを越えて交流しロータリアンとしての歓びと感動を
与え合う場所であるとのお言葉には参加者全員が感銘を
致しました。

ステージⅡのメインの講演
者には先頃文化勲章を受章さ
れました僧侶であり作家の瀬
戸内寂聴師をお迎え致しまし
た。御歳⚘⚖歳とは思えない素
敵な感性と語り口で「源氏物
語」を題材にされたʠ人の心
の美しさ・醜さ・優しさ”等の奥深さについて、ご自身
の深い人生経験とユーモアを交えた講演には、時の経つ
のも忘れて感服致しました。また日本の精神文化程度の
高さと歴史についても改めて大きな感動を覚えました。

続いての懇親会は、場所を同ホテルのメインホールで
あります⚑⚖階のボールルームに移し、会場を一杯に使っ
て明るい未来を思わせる素晴らしいセッティングの中で
開催されました。

開会に当たりましては、私共が尊敬する豊島德三パス
トガバナー（地区研修リーダー）より含蓄とユーモア溢
れるご挨拶を頂きましての乾杯の後会食に移りましたが、
江崎ガバナーのお言葉通り参加者全員が心を開いてクラ
ブの垣根を越えて歓談する光景が随所で見受けられ、分
区内が一堂に会した喜びを分かち合っている様に感激さ
え覚えました。またアトラクションでは下園弘明＆フレ
ンズによる⚗⚐年代のフォークソングに酔いしれ、手拍子
あり、踊りありと華やいだ空気は時の経つのも忘れさせ
参加者からはアンコールの声が次々に上がり、中には

「こんな楽しいＩＭに参加出来てロータリアンとしの幸福
を味わっている」との称賛の言葉を頂きました。特別出
席者始め皆様に御礼を申し上げている間に、次第に夜は
更けて行きました。

⚒⚐⚐⚘・２・⚒⚗（水） 名古屋マリオットアソシアホテル

東名古屋分区ガバナー補佐 佐 藤 正 延
⚔⚐⚐名登 録 数

こころテ － マ

長 谷 照 一実行委員長

東名古屋分区ＩＭ 報告



⚙

西三河分区インターシティーミーティングを、⚒⚐⚐⚘年３月
５日（水）に、知立リリオコンサートホール・知立セントピアホ
テルにて開催いたしました。ガバナー補佐に金子利夫君を輩
出し、ホストを務めさせて頂きました知立ＲＣより報告いたしま
す。

今回のＩ．Ｍ．開催にあたり、橋本光雄君を実行委員長とし、
知立クラブ全会員でＩＭ実行委員会を構成し、準備を進めて
まいりました。先ず始めに、江崎ガバナーによる地区運営方
針を受けて、
テーマを
「違いをもたらそう」

１）分区固有の文化と意欲喚起
２）分区之知己
３）豊かに質素に

クラブフォーラムを
焔各クラブが歴史と伝統の中で築かれた長所・魅力に
ついて、会長による発表

として進めることを決めました。
当初より、実行委員長には二つの強い思いがありました。

一つは、分区内の多くの会員にご参加頂きたいこと。もう一つ
は、各クラブの会長さんに発表を頂き、各クラブの違いを知る
と同時に、分区内の財産として情報を共有したい、ことであり
ました。その思いを伝えるため、分区内の全クラブを訪問させ
て頂き、参加の呼びかけと会長発表をお願いいたしました。
その結果、分区内の会員全員の⚕⚕⚘名の登録を頂き、会長
発表についても主旨を理解頂くことができました。分区内の会
員各位の友情に感謝、感謝でありました。

当日を迎え、江崎柳節ガバナーをはじめ９名の特別出席
者にご来場頂き、開会しました。

第一部式典は、オープニングとして分区内各市町のお祭り
を映像でご覧頂き、江崎ガバナーから心温まるご挨拶をいた
だきました。

第二部クラブフォーラムで各クラブ会長から発表を頂きまし
た。内容は以下の通りです。
刈谷ＲＣ 橋本恭典会長

１．「⚑⚔年目の世界社会奉仕（ＷＣＳ）活動」
安城ＲＣ 竹内通裕会長

安城クラブの「ＯｎｅＤｉｆｆｅｒｅｎｃｅ」
１．安城少年野球サークルの支援（Ｒ．Ｃ．Ｃ．）
２．油が淵の浄化運動への協力
３．安城学園高校インターアクトクラブの支援

西尾ＲＣ 田中正規会長
１．クラブ⚕⚐年の歩み

２．環境活動
・ビオトープ・みどり川のクリーン作戦
・アフリカ・ウガンダへ井戸

３．⚗⚔名の奨学生
碧南ＲＣ 鈴木敏弘会長

１．ʠ創立⚕⚐周年に向かって”
２．楽しい例会
３．会員増強の特徴
４．米山記念奨学会への寄付

一色ＲＣ 神谷正康会長
１．⚔⚕周年記念に一色、吉良、幡豆の３町にＡＥＤを１

台ずつ寄贈
２．一色マラソンにボランティアとして運営に協力し、出

発・ゴール地点にエアーアーチを寄贈
３．佐久島の海岸清掃

高浜ＲＣ 田代清一会長
１．ロータリー青少年交換留学生 受入⚔⚓人 派遣⚔⚑人

西尾ＫＩＲＡＲＡＲＣ 岡田義雄会長
１．矢作川クリーン作戦
２．元気な職場訪問例会
３．新世代委員会の科学実験室

三河安城ＲＣ 畔柳弘文会長
１．「油が淵」にＥＭ菌（有用微生物群）培養液放流

事業
知立ＲＣ 竹内博之会長

１．池鯉鮒
２．杜若（かきつばた）大賞（四大奉仕部門で地域の

業績や善行に優れた個人・団体を表彰する。）
どのクラブも、固有の活動に重点を置いた興味深い内容

で、時折ユーモアを交えた各会長さんの個性あふれる魅力
ある発表でありました。メイン会場だけでなく、第２会場で同
時放映し、大勢の会員が熱心に聞き入りました。各クラブの
事前準備も万全で、予定の時間通りのスムーズな進行であり
ました。会長さんをはじめとする各クラブの関係者が、真剣に
準備してくださったことを実感しました。フォーラムの最後には、
各クラブの名前でロータリー財団に、登録料の中から⚕⚕⚘，⚐⚐
⚐円を寄付いたしました。

第三部懇親会では、分区内の交換学生、米山奨学生も
交えて、会場一杯の参加者で盛り上がりました。西三河分
区の会員間の交流が一層深まり、さらなる絆で結ばれたと感
じることの出来た一日でありました。最後に、地区の関係各
位、分区内の全会員のご理解ご協力に感謝を申し上げ、西
三河分区Ｉ．Ｍ．の実施報告とさせていただきます。

⚒⚐⚐⚘・３・5（水） 知立リリオコンサートホール・知立セントピアホテル

西三河分区ガバナー補佐 金 子 利 夫

⚕⚕⚘名登 録 数

違いをもたらそうテ － マ

橋 本 光 雄実行委員長

西三河分区ＩＭ 報告
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委員長 青 木 勇 作
広報委員会

厳しい寒さの中、去る２月⚑⚒日（火）⚑⚖時⚓⚐分から⚑⚙時⚓⚐分の３時間余り、名

鉄グランドホテルにおいて当年度の「第２回広報・雑誌委員長会議」を約⚑⚐⚐人

の皆様に各地からご参加頂き、開催いたしました。

当日は、江崎柳節ガバナー、片山主水ガバナーエレクト、藤井伸三ロータリー

の友地区委員から、会員各自と各クラブにおける広報活動がいかに大切かについ

てお話頂きました。今回は、特に片山ガバナーエレクトから新年度における広報

活動を重視される展開について、一段と強いご要請もいただきましたので、印象

深いものでした。

又、広報委員会からも、私がその後のささやかな活動状況について簡単にご報

告するとともに、木下桂一広報委員から、昨年９月の第１回会議でご出席の皆様

にお願いした「アンケート」のまとめを報告してもらいました。

回答を寄せられたのは、⚘⚑クラブのうち３分の１程度のクラブでしたが、いずれ

もやる気満々の取り組みを目指しておられ、この１年の各クラブにおける意識の

高まりが、はっきりと分かるような喜ばしい結果でした。

引き続き、この結果を参考にして、出席されたクラブを分区ごとに⚑⚐のグルー

プに分け、それぞれのクラブの活動について意見の交換を行なって頂きました。

最後に代表して３つのグループからその結果をご報告して頂きましたが、討議することもその結果も、今

後の活動に役に立つものと、喜んで頂けました。

⚑⚘時⚓⚐分頃からは、簡素な懇親会を行い皆様に仲間として親しくご懇談頂くことが出来ました。アトラ

クションの「マジック」をお楽しみ頂き、一丸となった「広報マインド」の高まりを感じつつ散会しまし

た。
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委員長 縣 政 行
ＲＣＣ委員会

２月⚒⚒日、名鉄グランドホテルにおいて、第７回ＲＣ

Ｃ交流会議が開催されました。

ＲＣＣの交流会議は隔年開催で、今回も地区内⚑⚑ＲＣＣ

隊員の皆様と、地区内のロータリークラブの各代表者の

方々とが一同に会し、情報交換・親睦交流を行いました。

本会議では、はじめに江崎柳節ガバナーより「ロータ

リーには様々なプログラムがあるが、地域のニーズに

合った事業、そして、地域に密着したことができる事業

はＲＣＣが一番であると思う」また、「ＲＣＣの活動をさ

らに各地域に拡げて意義あるものにし、その活動が軌道に乗ったら次ぎのニーズをご提案いただきたいと

思う」と、ＲＣＣ活動の意義と、今後の活動の拡がりについての期待を述べられました。

つづいて、⚑⚑チームの代表からプロジェクターで写真を使っての現況報告が行われ、各チームの取り組

みや今後の展開についての説明があり、日頃の積極的な活動ぶりが紹介されました。

最後のガバナー講評では、「各チームの素晴らしい実績に、深い感銘を受けた」

また、「ロータリークラブは地域のニーズに対しての奉仕があまり得意ではなかった。このところロー

タリーでは、地域のニーズを十分に皆様方と相談し、それを応援していこうとすることが課題になってき

ている。そういう意味では、社会奉仕の中でもこのＲＣＣの活動がこれからもますます大きなものになる

ので、各クラブでぜひＲＣＣの設置を考えてもらいたい」と総括されました。

会議後、立食懇親会では、多数のロータリアンとＲＣＣ隊員の間で親睦交流、情報交換が行われ、午後７

時、盛会裡に終了しました。
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委員長 加 藤 康 治
新世代委員会
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クラブ新世代委員長会議はライラセミナーと併用して同会場にて地区内⚑⚐⚐名余のロータリアンの出席
のもと、江崎ガバナーの点鐘にて開催されました。

第１回のクラブ新世代委員会が９月に開催され、テーブル・ディスカッション形式にて担当クラブ委員
長より数々の現況報告と提案事項等の発表をいただきました。新世代委員会からはそれらの会議資料を配
布し発表いたしました。
◎新世代テーブル：担当委員長が一年単位では理解が難しい。三年担当制は取り入れないと難しいのでは

ないか。インターアクト・ローターアクト・ライラに対する時間がクラブ例会に設定
されていない。
キャリア・スタートに対する説明がクラブ内でされていない。

◎ＩＡテーブル：提唱クラブと顧問先生との関係をどのように築くか理解しがたい。
殆どが地区委員会任せではないか。生徒達にインターアクトクラブの目的を伝える義務
があるのではないか。

◎ＲＡテーブル：アクト例会にロータリアンの出席が殆どない、ＲＡの年間行事予定がクラブ会員に周知
されていない。アクト決算の内容がよくわからない。

など多くの提言事項が発表されました。
加藤明宏インターアクト委員長

現況報告として、７月⚒⚐日よりオーストラリアのパースにて海外研修を行う予定、派遣に対するクラ
ブからの支援を要請。

坪井和義ローターアクト委員長

⚒⚐⚐⚙年～⚒⚐⚑⚐年度の全国ローターアクト研修会が当地区開催に決定したこと、会員増強を提唱クラブ
に要請。

坂田憲治ライラ委員長

昨年度より国際大会に派遣しているライラ受講生への２名派遣が決定し両名のプロフィールが発表さ
れた。

清 和音君 （⚑⚙⚘⚙年６月８日生） ⚑⚙歳 名古屋清須ロータリークラブ推薦
尾崎 雅輝君 （⚑⚙⚘⚑年９月３日生） ⚒⚖歳 豊橋ゴールデンロータリークラブ推薦
２名が６月⚑⚒日～⚑⚕日にカルフォルニア州（ＭｏｕｎｔＳｔＭａｒｙ’ｓＣＡ⚙⚐⚐⚔⚙）で開催されますライ

ラ国際年次大会に出席することが正式に発表されました。
各委員長より事業報告と後期の行事予定をお知らせ致し、一層のご協力をお願いし、クラブ委員長会議

を終えました。
名古屋東山ロータリークラブ奥村会長、松野実行委員長はじめ全会員の誠心誠意のご努力に感謝申し上

げ、実りあるライラセミナーとクラブ新世代委員長会議が開催されたことに感謝申し上げます。
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⚒⚐⚐⚘年４月地区主要行事

＜地区委員会＞
◆４月１日（火）⚑⚕：⚐⚐～⚑⚖：⚓⚐ 第４回広報委員会 ガバナー事務所分室
◆４月３日（木）⚑⚕：⚐⚐～⚑⚖：⚓⚐ 第５回地区米山奨学委員会 ガバナー事務所分室
◆４月４日（金）⚑⚖：⚐⚐～⚑⚘：⚐⚐ 第⚑⚗回ＧＳＥ委員会 ガバナー事務所分室
◆４月⚑⚑日（金） ⚑⚘：⚓⚐～⚒⚐：⚓⚐ ＧＳＥ派遣メンバー壮行会 名古屋東急ホテル
◆４月中旬 第６回青少年交換委員会 未定
◆４月⚑⚓日（日） ⚑⚕：⚐⚐～⚑⚖：⚓⚐ 第６回恒久基金委員会 ガバナー事務所分室
◆４月⚒⚔日（木） ⚑⚗：⚐⚐～⚑⚘：⚓⚐ 第３回環境保全委員会 クレストンホテル
◆４月⚒⚕日（金） ⚑⚘：⚐⚐～⚒⚑：⚐⚐ 現・次年度ロータリー財団委員会 名鉄グランドホテル
◆４月⚒⚕日（金） 第５回ポリオプラス委員会 名鉄グランドホテル

＜諸会議＞
◆４月⚑⚓日（日） ⚙：⚓⚐～⚑⚖：⚐⚐ ⚒⚐⚐⚘～⚒⚐⚐⚙年度のための地区協議会 ウェスティンナゴヤキャッスル

詳細は、米山記念奨学会ホームページ【ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｏｔａｒｙ-ｙｏｎｅｙａｍａ．ｏｒ．ｊｐ/】をご覧ください。

１．寄付金速報 ― ３カ月ぶりに前年度を上回る ―

２．ベトナム現地採用奨学生の最新情報

３．すばらしい青年との出会いに感謝 ― カウンセラーからの便り ―

●今月のトピックス

★ハイライトよねやま⚙⚗号★ ⚒⚐⚐⚗年３月⚑⚓日発行

（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース

………………【ペルー沖地震に関する義援金送呈書 】………………

＜委員会主要行事＞
◆４月⚑⚒日（土）～５月⚑⚑日（日） ＧＳＥ派遣（Ｄ⚒⚗⚖⚐→Ｄ⚑⚗⚘⚐）

＜地区内クラブ委員長会議＞
◆４月⚒⚓日（水）⚑⚕：⚓⚐～⚑⚙：⚐⚐ 第２回地区国際奉仕委員長会議 名鉄グランドホテル

＜式典及び記念行事＞
◆４月⚑⚗日（木） 岡崎東ＲＣ創立⚓⚕周年記念式典 岡崎市竜美丘会館

⚒⚐⚐⚗年８月⚑⚕日に発生したペルー沖地震に対する義援金とし

て、国際ロータリー第⚒⚗⚖⚐地区（愛知）の会員より寄贈されま

した義援金を在名古屋ペルー共和国領事館へ３月５日（水）送

呈いたしました。

（義援金は、ペルー共和国大使館ご依頼により、米国ドルの小

切手（額面＄⚑⚔，⚑⚔⚙．⚓⚖）にてお渡し致しました）。

義援金総額 金１，⚕⚑⚘，⚓⚖⚗円也
（小切手額面 ＄⚑⚔，⚑⚔⚙．⚓⚖）
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『友』
興ローターアクトクラブ、誕生して40年

最初にローターアクトクラブが創立されて、今月で⚔⚐年を迎えます。３月⚑⚐～⚑⚖日の世界ロー
ターアクト週間には、スポンサークラブのロータリアンと協同活動を行い、ウィルキンソン国際
ロータリー会長に認めてもらうことができます。

どんなことをしたらいいでしょうか？ 世界のローターアクターが最近行ったプロジェクトを紹
介します。

・アメリカ・カリフォルニア州バークレーローターアクトクラブは、骨髄ドナーの登録を呼びか
けています。毎年、数百人ものカリフォルニア大学バークレー校の学生が登録をしています。

・エジプト・アレキサンドリアローターアクトクラブでは、ＢｅａｕｔｉｆｕｌＭｉｎｄ プロジェクトを
行い、精神障害がある子どもがいる⚒⚘の恵まれない 家庭に、収入を生み出すための資材を提
供しています。また、社会で精神 障害に対する認識を高める活動も行っています。

・シカゴローターアクトクラブのローターアクターたちは、パナマに行き、パナマローターアク
トクラブとともに、バジョ・マニト村に３，⚐⚐⚐ガロン（約１万１，⚐⚐⚐リットル）の水がはいるタ
ンクを寄贈し、各家庭に配管を通しました。

・オーストラリア・ニューサウスウェールズ大学ローターアクトクラブでは、過去３年、アジア
や太平洋の島々へ行き、人権を守る施設を作っています。

インターネット速報 ⚒⚐⚐⚘年３月⚑⚑日 Ｎｏ．⚓⚒⚖

発行：ロータリーの友事務所
ホームページ……ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｏｔａｒｙ．ｏｒ．ｊｐ
編集については……ｈｅｎｓｙｕ＠ｒｏｔａｒｙ-ｎｏ-ｔｏｍｏ．ｊｐ
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー⚕⚐周年記念事業の一つとして⚑⚙⚗⚐年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、

電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資
料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。

以下資料のご紹介を致します。

〒105‐0011 東京都港区芝公園2‐6‐15 黒龍芝公園ビル3Ｆ
ＴＥＬ（03）3433‐6456 http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前１０時〜午後５時 休館＝土・日・祝祭日

ロータリー文庫

栢 世界理解月間・ロータリー創立記念日に因んで 栢

◎「ロータリー創立記念日に寄せて 四つの原点」 渡辺好政 ⚒⚐⚐⚘ １ｐ （Ｄ.⚒⚖⚙⚐月信）
◎「世界理解月間にあたって」 成川守彦 ⚒⚐⚐⚘ ５ｐ （Ｄ.⚒⚖⚔⚐月信）
◎「世界理解月間にあたって」 海田 司 ⚒⚐⚐⚘ ５ｐ （Ｄ.⚒⚕⚐⚐月信）
◎「ロータリーに魅せられて」 藤川享胤 ⚒⚐⚐⚗ ⚑⚒ｐ （Ｄ.⚒⚕⚒⚐地区大会）
◎「ロータリーの初心」 濱田五左衛門 ⚒⚐⚐⚘ ５ｐ （Ｄ.⚒⚘⚐⚐地区大会）
◎「大連宣言にみるロータリーの職業奉仕の心得」 鈴木政昭 ⚒⚐⚐⚘ ２ｐ （Ｄ.⚒⚘⚐⚐月信）
◎「職業奉仕こそロータリーの原点」 道下俊一 ⚒⚐⚐⚗ ９ｐ （Ｄ.⚒⚕⚑⚐IM報告書）
◎「職業奉仕月間・米山月間によせて（大連宣言と米山基金）」 金子秀隆 ⚒⚐⚐⚗ １ｐ
◎「『今どきの職業奉仕』地区職業奉仕セミナー」 深川純一 ⚒⚐⚐⚗ ⚑⚙ｐ （Ｄ.⚒⚖⚘⚐月信）
◎「鼎談『職業奉仕―企業の社会的責任』」 村田純一・堀場雅夫・平井義久 ⚒⚐⚐⚗ ８ｐ （Ｄ.⚒⚖⚕⚐地区大会）

【上記申込先：ロータリー文庫（コピー／ＰＤＦ）】

文 庫 通 信（⚒⚔⚖号）

葛 ガバナー月信3月号訂正のお知らせ 葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛

⚒⚐⚐⚗−⚒⚐⚐⚘年度⚑⚐⚐万ドル例会実施報告
米山奨学金額ロータリー財団金額

１８４,０００名 古 屋
３６,５００３６,５００名古屋名南

４２,０００名古屋名東

米山奨学金額ロータリー財団金額
６９,６００６９,６００豊橋ゴールデン

８７,０００安 城 ￥⚖,⚐⚖⚗,⚕⚖⚗総額



⚑⚕

会員数及び出席報告（平成⚒⚐年２月）

増加会員数（累計） ⚒⚔⚐名⚒⚐⚐⚗年７月１日会員数 ⚕,⚐⚗⚑名 内女性⚑⚔⚒
地区内クラブ数 ⚘⚑ＲＣ 減少会員数（累計） ⚑⚔⚖名当月会員数 ⚕,⚑⚖⚕名 内女性⚑⚔⚗

差引純増会員数（累計） ⚙⚔名当月平均出席率 ⚙⚔.⚒⚓％

２月
出席率

退会入会会員数会員数会員数
クラブ名 ⚒⚐⚐⚘年

２月末日
７月１日
女性

⚒⚐⚐⚗年
７月１日

⚙⚖.⚔⚔%４４０２００⚙⚔０⚙⚖名 古 屋 北

東
名
古
屋
分
区

⚙⚔.⚑⚕%３００８００⚙⚐０⚘⚒名 古 屋 東
⚙⚗.⚕⚔%４２０１０７⚖⚑７⚖⚒名古屋守山
⚘⚐.⚙⚑%４５０３１０⚙⚖０⚙⚘名古屋和合
⚑⚐⚐.⚐⚐%３３０３０７⚕⚙７⚕⚙名古屋名東
⚙⚗.⚑⚙%４００００７⚔⚘７⚔⚘名古屋名北
⚙⚓.⚙⚘%３２１４１６⚖⚐６⚕⚘名古屋千種
⚙⚕.⚖⚗%３３０４００⚕⚖０⚕⚕名古屋昭和
⚘⚒.⚓⚕%４００２０６⚓⚕６⚓⚓名 古 屋 錦
⚙⚒.⚗⚑%４００２０２⚕⚐２⚔⚘名古屋東山
⚙⚖.⚑⚕%４００３００⚒⚗０⚒⚔名 古 屋 葵
⚙⚓.⚓⚗%⚑⚙１⚓⚒２⚓⚕⚖⚗⚖⚓⚕⚖⚖⚓⚑⚑RC
⚙⚑.⚐⚓%４１０２１４⚑⚒⚐４⚑⚑⚙豊 橋

東
三
河
分
区

⚘⚙.⚘⚖%５３０２１０⚕⚖０⚕⚗蒲 郡
⚙⚗.⚗⚙%４２０４０２⚙⚒２⚙⚐豊 橋 北
⚙⚒.⚙⚑%４２０４００⚖⚘０⚖⚖豊 川
⚙⚒.⚐⚔%５２０３０１⚕⚕１⚕⚔田 原
⚙⚔.⚗⚑%３３０１００⚖⚑０⚖⚓豊 橋 南
⚘⚘.⚙⚘%５２０３００⚕⚑０⚕⚐新 城
⚘⚑.⚘⚒%４１０１００⚓⚖０⚓⚖渥 美
⚙⚓.⚔⚐%４１０２０３⚑⚙３⚑⚘奥 三 河
⚘⚖.⚙⚐%４４０２０２⚕⚕２⚕⚗豊 川 宝 飯
⚙⚗.⚒⚖%４２０１００⚕⚘０⚕⚙豊橋ゴールデン
⚙⚔.⚒⚐%４２１３００⚖⚔０⚖⚓田原パシフィック
⚙⚘.⚗⚕%４６０１００⚔⚐０⚔⚕豊 橋 東
⚙⚒.⚒⚘%⚓⚑１⚒⚙２⚑⚒⚗⚗⚕⚑⚒⚗⚗⚗⚑⚓RC
⚑⚐⚐.⚐⚐%４３１７０１⚙⚖１⚙⚒岡 崎

西
三
河
中
分
区

⚙⚙.⚖⚘%４４１⚑⚑１０⚘⚔０⚗⚗豊 田
⚙⚖.⚑⚐%４２０３２２⚙⚕２⚙⚔岡 崎 南
⚑⚐⚐.⚐⚐%３２０５１０⚑⚐⚒０⚙⚙豊 田 西
⚙⚗.⚙⚖%４２０２００⚖⚒０⚖⚒岡 崎 東
⚙⚖.⚘⚗%４５０４００⚗⚗０⚗⚘豊 田 東
⚙⚖.⚔⚕%３００１００⚗⚖０⚗⚕岡 崎 城 南
⚘⚖.⚖⚗%３１０００２⚒⚑２⚒⚒豊 田 三 好
⚙⚕.⚕⚐%４１０３０５⚕⚑５⚔⚙豊 田 中
⚙⚖.⚕⚘%⚒⚐２⚓⚖４⚑⚐⚖⚖⚔⚑⚐⚖⚔⚘９RC
⚑⚐⚐.⚐⚐%３４０７０４⚙⚕４⚙⚒刈 谷

西
三
河
分
区

⚙⚘.⚓⚓%４００１０１⚖⚑１⚖⚐安 城
⚙⚕.⚘⚘%４００５０１⚗⚖１⚗⚑西 尾
⚙⚕.⚙⚕%４３０４１０⚘⚐０⚗⚙碧 南
⚙⚐.⚐⚐%４０００００⚒⚙０⚒⚙一 色
⚑⚐⚐.⚐⚐%４００２０２⚔⚑２⚓⚙高 浜
⚑⚐⚐.⚐⚐%４１０２１０⚖⚖０⚖⚕知 立
⚑⚐⚐.⚐⚐%５１０２００⚕⚙０⚕⚘西尾ＫＩＲＡＲＡ
⚙⚗.⚓⚗%４００１０６⚕⚗６⚕⚖三 河 安 城
⚙⚗.⚕⚐%９０⚒⚔２⚑⚔⚕⚖⚔⚑⚔⚕⚔⚙９RC

平均クラブ
⚙⚔.⚒⚓%⚘⚑平均出席率

２ 月
出席率

退会入会会員数会員数会員数
クラブ名 ⚒⚐⚐⚘年

２月末日
７月１日
女性

⚒⚐⚐⚗年
７月１日

⚙⚗.⚗⚓%４２０２０３⚕⚙３⚕⚙半 田

南
尾
張
分
区

⚙⚖.⚑⚙%５１０１００⚕⚑０⚕⚑常 滑
⚙⚘.⚒⚙%４１０３２２⚖⚒２⚖⚐東 海
⚘⚓.⚓⚔%４１１３０１⚒⚔１⚒⚒東 知 多
⚙⚗.⚖⚓%４１０１０１⚔⚖１⚔⚖半 田 南
⚙⚔.⚔⚔%３００１００⚒⚔０⚒⚓知 多
⚗⚕.⚕⚐%４００２０１⚒⚔１⚒⚒大 府
⚙⚑.⚘⚗%６１⚑⚓２８⚒⚙⚐８⚒⚘⚓７RC
⚙⚘.⚓⚐%４２０４００⚘⚒０⚘⚐一 宮

西
尾
張
分
区

⚙⚒.⚖⚗%４１１００３⚗⚕３⚗⚖津 島
⚙⚔.⚒⚕%３００１０１⚒⚙１⚒⚘尾 西
⚙⚔.⚓⚐%５４００００⚔⚗０⚕⚑一 宮 北
⚘⚙.⚐⚐%４１００００⚕⚕０⚕⚖稲 沢
⚙⚘.⚐⚓%３２０３００⚙⚐０⚘⚙あ ま
⚘⚖.⚖⚖%３２０１０１⚓⚘１⚓⚙名古屋清須
⚙⚗.⚔⚐%４３００００⚔⚓０⚔⚖尾 張 中 央
⚙⚓.⚒⚒%４１０２０５⚕⚓５⚕⚒一 宮 中 央
⚙⚓.⚗⚖%⚑⚖１⚑⚑０⚑⚐⚕⚑⚒⚑⚐⚕⚑⚗９RC
⚑⚐⚐.⚐⚐%４２０１０３⚗⚙３⚘⚐瀬 戸

東
尾
張
分
区

⚑⚐⚐.⚐⚐%４３０３００⚗⚙０⚗⚙犬 山
⚘⚙.⚖⚘%４２０２０１⚕⚔１⚕⚔江 南
⚙⚖.⚗⚖%４００００３⚓⚘３⚓⚘小 牧
⚙⚖.⚑⚓%５２１２０３⚖⚒２⚖⚒春 日 井
⚙⚙.⚓⚓%５２０２００⚓⚐０⚓⚐尾 張 旭
⚙⚘.⚑⚒%３００１０３⚕⚘３⚕⚗名古屋空港
⚑⚐⚐.⚐⚐%４２１６０６⚗⚔５⚗⚐瀬 戸 北
⚙⚔.⚗⚓%３００００１⚑⚙１⚑⚙岩 倉
⚗⚓.⚘⚗%４００１０３⚒⚒２⚒⚑名古屋城北
⚙⚑.⚓⚐%４３０００３⚒⚓３⚒⚖愛知長久手
⚙⚔.⚕⚔%⚑⚖２⚑⚘０⚒⚖⚕⚓⚘⚒⚓⚕⚓⚖⚑⚑RC
⚘⚔.⚕⚗%４３０⚑⚓００⚑⚙⚒０⚑⚘⚒名 古 屋

西
名
古
屋
分
区

⚙⚑.⚐⚖%４３０⚑⚑１０⚑⚐⚔０⚙⚖名 古 屋 西
⚙⚑.⚖⚓%４００４１０⚑⚒⚒０⚑⚑⚘名 古 屋 南
⚙⚓.⚑⚘%５４０４０２⚗⚖０⚗⚖名古屋みなと
⚙⚒.⚑⚗%４２０⚑⚘０６⚘⚓５⚖⚗名古屋東南
⚙⚘.⚖⚕%３５０８００⚑⚔⚑０⚑⚓⚘名 古 屋 中
⚙⚕.⚖⚐%４１００００⚗⚑０⚗⚒名古屋瑞穂
⚙⚓.⚖⚖%４１０２０３⚖⚙３⚖⚘名古屋大須
⚙⚖.⚐⚔%３３０６１０⚗⚑０⚖⚘名 古 屋 栄
⚑⚐⚐.⚐⚐%３２０１０⚑⚓⚗⚓⚑⚓⚗⚔名古屋名南
⚙⚔.⚘⚓%４２０６０３⚙⚗３⚙⚓名古屋名駅
⚙⚕.⚓⚗%４３０４０５⚔⚗６⚔⚖名古屋西南
⚙⚓.⚙⚐%⚒⚙０⚗⚗３⚓⚒１,⚑⚔⚖⚓⚐１,⚐⚙⚘⚑⚒RC




